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間伐が林内雨量と樹幹流下量に及ぼす影響を確認するため，岐阜県加茂郡白川町にある 52 ～ 54 年生ヒノキ人

工林を対象に，間伐林分と無間伐林分で調査を行った。両林分は，同様の林相を持つ 2 つの小流域のうち一方の

小流域のみ間伐後，両流域内にそれぞれ約 500 ㎡の調査区を設けたものである。転倒マス式雨量計により両林分

における林内雨量と樹幹流下量を 2年間計測した。
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Ⅰ　は じ め に

　岐阜県では県独自の森林環境税を基にした基金事業と

して水源林の間伐を実施しており，事業の意義，効果を

県民に分かりやすく伝える必要がある。そこで，間伐に

よる水源かん養機能の変化をモニタリング調査により検

証している。今回は，調査内容のうち，林内雨量と樹幹

流下量について 2年間の調査記録を報告する。

Ⅱ　方　法

　1．調査地

　調査地は，岐阜県加茂郡白川町にある森林において尾

根部を挟んで隣接する2流域（標高600～700ｍ）とした。

両流域内は 52 ～ 54 年生（調査開始時）のヒノキ人工林

を主体としたほぼ同様の林相であり，2003 ～ 2004 年に

間伐を行った以後は無施業の状態であった。

　2015 年 12 月から 2016 年 3 月初めにかけて一方の流

域に対して，本数率，材積率ともに 30％の全層間伐を

実施し，間伐した流域を「間伐流域」，間伐しなかった

流域を「無間伐流域」とした。両流域内の平均的な林相

の箇所にそれぞれ調査プロットを設置し，間伐流域の調

査プロットを「間伐区」，無間伐流域の調査プロットを「無

間伐区」とした。調査プロット内の上層木の樹高，胸高

直径，樹冠幅（斜面に対し水平方向と垂直方向）につい

て，間伐区を 2014 年 10 月，無間伐区を 2016 年 6 月に

測定した。樹冠幅の測定結果を用いて各個体の樹冠面積

を楕円形（樹冠面積 =( 水平方向の直径 /2) × ( 垂直方

向の直径 /2) ×π）として算出した。両流域の範囲およ

び調査プロットの位置を図 -1 に，流域の面積および林

相等を表 -1 に，両調査区の概要を表 -2 に示す。

1 本研究の一部は，第 8回中部森林学会大会で発表した。
2 現所属 :岐阜県 環境生活部 環境企画課
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図 両流域の範囲および調査プロットの位置

図 -1. 両流域の範囲および調査プロットの位置

項目　　　　 　　流域名 間伐流域    無間伐流域

流域面積 約 5.3 ha 約 4.8 ha

流域内の樹種
ヒノキ，スギ，
その他広葉樹

　ヒノキ，スギ，
　その他広葉樹

林齢 （調査開始当時） 52年生 54年生

　2004年に間伐    2003年に間伐

　2015年12月から
　2016年3月に間伐

施業履歴
以降，施業なし

表 -1. 両流域の面積および林相等
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　2．林外雨量，林内雨量，樹幹流下量の計測

　(1) 計測器の設置数

　林外雨量の計測器を両流域の境界上にある無立木地

に 1箇所設置した。林内雨量（樹冠通過雨量と樹冠滴下

雨量の和）の計測器を両調査区内に各 10 箇所設置した。

林内雨量の計測器は設置位置に偏りが無いよう調査区内

にランダムに配置した。樹幹流下量の計測器を両調査区

内に各 6箇所設置した。樹幹流下量の計測器は，各調査

区内の上層木の個体を，樹冠面積が上位，中位，下位の

3 グループに分類のうえ，各グループから 2 本ずつ選定

した個体の樹幹に設置した。無間伐区内にはスギが混在

していた（本数割合 (％ )，ヒノキ：スギ＝ 97.6：2.4）が，

スギは選定から除外した。

　(2) 計測方法

　林外雨量と林内雨量は，地上高 1.1 ｍの架台の上に，

転倒マス式雨量計（Davis 社 CEM-TBRG，受口面積 0.21382

㎡）を設置して計測した。マスの転倒 1回あたりの降雨

量が 0.2mm（体積換算約 4.28ml）になるよう設定し，マ

スが転倒した日時（秒単位）と回数をデータロガー（Onset

社 HOBO  Pendant  UA-003-64）に記録した。樹幹流下量

の計測は，選定した個体の樹幹の地上高 1.1 ｍの位置に

集水器を取り付け，樹冠により捕捉され樹幹表面を流下

してきた雨水を全て集めて計測した。集水器は，厚さ約

1.5cm のウレタンマットを樹幹の周囲に二重に巻き付け

てから上下に 2.0cm ずらして溝（壁高 2.0cm，底辺 1.5cm）

を設け，隙間をシ

リコン系充填材で

埋めて作成した。

集水器の底辺に穴

を設け，その下に

設置した転倒マス

式雨量計の受水部

にビニールホース

で接続した。雨量

計全体をビニール

シートで被覆し，

集水器から導水さ

れた水以外が侵入

しないようにした。

雨量計のマス 1 転

倒あたりの降雨量

の設定および記録方法は，林外雨量，林内雨量における

方法と同じとした。林内雨量，樹幹流下量の計測状況を

図 -2 に示す。計測は 2016 年 7 月 1 日から 2018 年 6 月

30 日まで 2 年間行い，約 1 ヶ月に一度計測値の回収と

雨量計内部の清掃を行った。

Ⅲ　結　果

　各計測値を月ごとに集計し，林外雨量を表 -3 に，間

伐区の林内雨量を表 -4 に，無間伐区の林内雨量を表 -5

に，間伐区の樹幹流下量を表 -6 に，無間伐区の樹幹流

下量を表 -7 に示す。林外雨量に欠測は無かった。両調

査区内の計測値の一部には，データロガー，雨量計の故

障，雨量計受水部の目詰まり等による欠測があった。ま

た，記録データはあるが，目詰まりにより雨量計受水部

に滞水やオーバーフローが生じた可能性がある期間が

あった。

　今後，両区の林内雨量，樹幹流下量を評価するため，

欠測部分の取り扱いや，各計測値を調査区内全体量に換

算する方法を検討する。また，本調査地では，林内雨量，

樹幹流下量のほか，併行して土壌水分量，流末における

流出水の水量と水温を計測している。今後，それらを踏

まえ，間伐流域と無間伐流域における降水の動態の違い

を検証する。

間伐区 無間伐区

（㎡）

（度） 約 43 約 44

（m）

（cm）

間伐前 1,663

間伐後 1,164

注） 間伐区内の上層木は全てヒノキである。無間伐区の上層木
はヒノキのほか一部スギがある。このため，無間伐区にお
ける平均樹高，平均胸高直径はヒノキのみで算出し，立木
密度はヒノキ（本数割合97.6％）とスギ（同2.4％）を合
わせて算出した。

項目　　　　　　　調査区名

 プロット面積

 傾斜

 平均樹高

 平均胸高直径

  立木密度　 （本/ha）

間伐区 無間伐区

（㎡）

（度） 約 43 約 44

（m）

（cm）

間伐前 1,663

間伐後 1,164

注） 間伐区内の上層木は全てヒノキである。無間伐区の上層木
はヒノキのほか一部スギがある。このため，無間伐区にお
ける平均樹高，平均胸高直径はヒノキのみで算出し，立木
密度はヒノキ（本数割合97.6％）とスギ（同2.4％）を合
わせて算出した。

項目　　　　　調査プロット名

 プロット面積

 傾斜

 平均樹高

 平均胸高直径

  立木密度　 （本/ha）

表 -2. 両調査区の概要

計測箇所名

（管理記号）

年 月 （mm）

備考

林外雨量
（ＧＦ３３）

・林道上の無立木地
　で計測　（欠測なし）

表 -3. 林外雨量

図 -2.  林内雨量（右）と樹幹流下
量（左下）の計測の状況
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計測箇所番号 Ｔ １ Ｔ ２ Ｔ ３ Ｔ ４ Ｔ ５

（管理記号）

年 月 （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

備考

計測箇所番号 Ｔ ６ Ｔ ７ Ｔ ８ Ｔ ９ Ｔ１０

（管理記号）

年 月 （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

備考

・2016/9/23～
　2016/10/18は欠測
・2017/1/1～
　2017/2/21は欠測
・2017/6/24～
　2017/10/9は欠測

・2016/12/5～
　2017/3/16は欠測

・2016/7/1～
　2016/8/18は欠測
・2017/1/19～
　2017/10/9は欠測
・2018/4/24～
　2018/5/1は欠測

・2017/1/19～
　2017/2/21は欠測
・2017/5/24～
　2017/10/9は欠測
・2018/2/9～
　2018/5/1は欠測

・2018/3/1～
　2018/6/30は欠測

（ＧＦ０７） （ＧＦ０８） （ＧＦ０９） （ＧＦ１０） （ＧＦ１１）

（ＧＦ１２） （ＧＦ１３） （ＧＦ１４） （ＧＦ１５） （ＧＦ１６）

※（　　）は，データロガー，雨量計の故障，目詰まり等による欠測が確認された日，雨量計受水部における滞水，オーバーフローの可能性がある
　　日を含む月を示す。

・2016/7/5～
　2016/7/25は欠測
・2016/12/5～
　2017/1/18は欠測

・2018/3/1～
　2018/4/3は欠測

・2016/7/5～
　2016/7/25は欠測
・2016/8/15～
　2016/9/27は欠測
・2017/7/26～
　2017/7/31は滞水
　の可能性あり
・2017/10/10～
　2017/12/23は欠測

・2016/12/5～
　2017/2/21は欠測
・2017/4/21～
　2017/6/23は欠測
・2017/10/1～
　2017/12/23は欠測
・2018/5/2～
　2018/6/30は欠測

・2016/11/8～
　2017/3/16は欠測

表 -4. 間伐区の林内雨量
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計測箇所番号 Ｔ１１ Ｔ１２ Ｔ１３ Ｔ１４ Ｔ１５

（管理記号）

年 月 （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

備考

計測箇所番号 Ｔ１６ Ｔ１７ Ｔ１８ Ｔ１９ Ｔ２０

（管理記号）

年 月 （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

備考

※（　　）は，データロガー，雨量計の故障，目詰まり等による欠測が確認された日，雨量計受水部における滞水，オーバーフローの可能性がある
　　日を含む月を示す。

・2016/7/10～
　2016/8/16は欠測
・2016/8/27～
　2016/9/27は欠測
・2016/10/3～
　2017/1/25は欠測
・2018/1/20～
　2018/4/3は欠測

・2016/10/10～
　2016/11/21は欠測
・2017/2/22～
　2017/5/24は欠測
・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり

・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり
・2017/10/25～
　2017/11/19は欠測
・2018/1/8～
　2018/2/19は欠測
・2018/5/2～
　2018/5/12は欠測

・2016/12/21～
　2017/1/25は欠測
・2017/4/19～
　2017/5/24は欠測
・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり

・2018/5/13～
　2018/5/17は欠測

（ＧＦ２８） （ＧＦ２９） （ＧＦ３０） （ＧＦ３１） （ＧＦ３２）

・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり

・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり

・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり

・2016/10/20～
　2016/11/21は欠測
・2017/12/24～
　2018/2/19は欠測

・2017/7/4～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり
・2018/5/2～
　2018/5/17は欠測

（ＧＦ２３） （ＧＦ２４） （ＧＦ２５） （ＧＦ２６） （ＧＦ２７）

表 -5. 無間伐区の林内雨量
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計測木番号 Ｓ １ Ｓ ２ Ｓ ３ Ｓ ４ Ｓ ５ Ｓ ６
（管理記号）

年 月 （mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

胸高直径（cm）

樹冠面積（㎡）

備考

（ＧＦ０６）

※（　　）は，データロガー，雨量計の故障，目詰まり等による欠測が確認された日，雨量計受水部における滞水，オーバーフローの可能性がある日を含む月を示す。

・2016/7/1～
　2016/9/23は欠測
・2017/7/12～
　2017/7/30は滞水
　の可能性あり

・2017/6/1～
　2018/3/31は滞水
　の期間を含む
　可能性あり
・2018/4/1～
　2018･6･30は欠測

（ＧＦ０１） （ＧＦ０２） （ＧＦ０３） （ＧＦ０４） （ＧＦ０５）

・2017/7/12～
　2017/10/9は滞水
　の可能性あり
・2017/11/20～
　2018/6/13は欠測
・2018/6/14～
　2018/6/30は滞水
　の可能性あり

・2016/7/6～
　2016/7/24は欠測
・2016/9/9～
　2016/9/23は欠測
・2017/7/1～
　2017/10/9は欠測

・2016/8/15～
　2016/9/23は欠測

計測木番号 Ｓ１１ Ｓ１２ Ｓ１３ Ｓ１４ Ｓ１５ Ｓ１６
（管理記号）

年 月 （mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

胸高直径（cm）

樹冠面積（㎡）

備考

※（　　）は，データロガー，雨量計の故障，目詰まり等による欠測が確認された日，雨量計受水部における滞水，オーバーフローの可能性がある日を含む月を示す。

・2017/5/25～
　2017/6/29は欠測

・2016/8/1～
　2016/12/19は欠測

・2017/2/5～
　2017/2/22は欠測
・2017/7/17～
　2017/10/9は欠測

・2017/10/2～
　2017/10/9は欠測
・2018/3/5～
　2018/4/3は滞水
　の可能性あり

・2017/7/1～
　2017/9/26は欠測
・2017/5/25～
　2018/6/30は欠測
　（ロガー及び雨量計
　　の故障

（ＧＦ１７） （ＧＦ１８） （ＧＦ１９） （ＧＦ２０） （ＧＦ２１） （ＧＦ２２）

表 -6. 間伐区の樹幹流下量

表 -7. 無間伐区の樹幹流下量


